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アジェンダを設定するには、周囲がどう
思うかではなく、「自分はこれがおかしい
と思う」と言い切る、ある種の「わがまま
さ」が必要です。イーロン・マスクが既存
の自動車産業に対して抱いた違和感から
テスラを立ち上げたように、個人の強い
動機から発せられる旗印に人々が共感し
て集まることで、初めて真の意味での共
創が始まります。しかし、日本企業にはこ
の「わがままさ」が欠如しているのです。

そもそも、企業という組織が本来持って
いる性質が、外部との共創を難しくさせ

彼らが天才と呼ばれたのは、決して一
発必中で傑作を生み出したからではな
く、誰よりも大量のアウトプットを出し
続けた結果、傑作が混じっていたに過
ぎないのです。

打率がわずか1％だったとしても、100
回打席に立てば、統計的には60％以
上の確率で1回以上のヒットが生まれま
す。BASEという場を活用する会員の皆
さんには、最初から成功を目指すので
はなく、まずは大量の失敗、すなわち「仮
説検証」の数を積み上げることを推奨
したいです。

BASE会員の皆さんへ
3つの提言
 
今後、BASEをより創造的に使いこなし、
社会の可能性を実装へつなげていくた
めに、いくつかのアドバイスを送ります。

第一に、「国の外」あるいは「組織の外」
を徹底的に見ることです。日本では当た
り前になっていることが、外から見れば
非合理である場合があります。例えば、
北欧のストックホルムやヘルシンキで
は、集合住宅の各家庭に洗濯機はあり

決め、リスクを分担する。この高いコスト
を乗り越えるためには、「会社から言われ
たから」という義務感や、短期的な「儲か
りそう」という計算だけでは不十分です。
「この問題が解けたら面白い」「これに参
加したい」と思えるような、共感を呼ぶア
ジェンダと、それを掲げる人の魅力がな
ければ、共創のエンジンは回りません。

BASE は
リスクを許容する「実験場」
 
『OPEN HUB Base』というコミュニ
ティの強みは「大企業が参加しているこ
と」にあると考えています。大企業の最
大のアセットは「余裕があること」です。
スタートアップは、一度の失敗が企業の
死に直結しかねません。しかし大企業
は、あるプロジェクトがダメだったとし
ても、会社が潰れることはほぼないで
しょう。

創造性とは「量の関数」です。打席に立
つ回数が増えるほど、傑作やイノベー
ションが生まれる確率は上がります。ピ
カソは生涯で1万点以上の作品を描き、
モーツァルトはわずか20年ほどのキャ
リアで600曲以上の作品を残しました。

ている側面があります。実は、会社という
組織の内部は、市場経済とは違う独特の
ルールで動いています。会議室や文房具
は共有の資産として使われ、社員が働い
て得た利益は最終的には組織全体の成
果として分配される。そして、指揮命令系
統で動く社内の仕組みは、一歩会社の外
に出れば、一切通用しなくなります。

経済学者のロナルド・コースが明らかに
したように、組織の垣根を越えて仕事を
するには、膨大な取引コストがかかりま
す。契約を交わし、評価し、ペナルティを

「イノベーション」と「共創」の
難しさの正体
 
今、日本企業がイノベーションを生み出
す上で直面している最大の壁は、技術力
や資金の不足ではありません。意外に思
われるかもしれませんが、21世紀に入っ
てからの日本の科学分野におけるノーベ
ル賞受賞数は世界第2位です。お金に関
しても、日本社会には行き場のない資金
があふれています。

では、何が決定的に不足しているのか。
それは、社会に何が欠落しているのかを
見つけ出す力、すなわち「アジェンダ設定」
の能力です。新規事業は、世の中に不足
しているものを、経済合理性と技術合理
性の両輪で解くことができたときに初め
て生まれます。現在の日本において、合
理的に解くためのリソースは揃っています
が、肝心の「何を解くべきか」という問い
を立てることができていないのです。

ません。彼らは、1 日 15 分しか稼働し
ないのに貴重な住居スペースを占拠する
洗濯機を、無駄だと考えます。代わりに、
共有スペースに高性能ランドリーとカ
フェを設置し、コミュニティの場として
活用しています。

日本人からすれば「洗濯機は家にある
のが当たり前」ですが、彼らからすれば
「なぜ日本人はそんなに非効率なことを
するのか」という問い（アジェンダ）に
なる。こうした「社会の欠落」は、自
分の国や組織の中にいては見つけられ
ません。直接海外へ行くのが難しけれ
ば、情報のソースを外側に求めるだけ
でもいい。別の社会のあり方を知ること
で、自分たちが当たり前だと思っている
ことに対する「健全な違和感」を育て
てください。

第二に、個人のキャリア戦略としてこの
場を利用することです。私は「人生の
経営戦略」という観点から、社会関係
資本の重要性を説いています。会社の
人間関係は、共同体としての仕組みに
基づく指揮命令系統によって維持されて
いますが、それは会社から出た瞬間に
リセットされてしまいます。会社の看板
も権限も通用しない外の世界で、自分

打席に立ち、誰よりも多くの仮説を検証
する。そのプロセスそのものを面白がる
ことが、結果的に誰も見たことのない未
来を創ることにつながるのです。皆さん
が掲げる新しい「旗」が、このコミュニティ
から次 と々生まれてくることを楽しみにし
ています。

のアジェンダ、つまり自分自身が「これ
はおかしい」と本気で思える問題意識
やテーマだけで人を動かし、チームをつ
くる。この「垣根を越えて人を動かす経
験」こそが、これからの労働市場にお
いて皆さんの価値を担保する最強のリス
クヘッジになります。

第三に、失敗という言葉を捨て、仮説
検証という捉え方に切り替えることで
す。新規事業におけるすべての行動は「仮
説」であり、うまくいかなかったとしても、
それは「この方法ではうまくいかないと
いう仮説が検証された」という貴重な
データの蓄積です。マネタイズや収益シ
ミュレーションといった、組織内部で求
められる正解の論理を、はじめの段階
で持ち込まないようにしてください。
Facebook も Google も、最初はビ
ジネスではなく、個人の好奇心や研究
プロジェクトから始まっています。遊び
や好奇心が先、事業化は後。この順番
を間違えてはいけません。

BASEを、単なるトレンド情報の受け取
り場としてではなく、自らのわがままな
アジェンダを投げ込み、仮説を検証す
る「実験場」としてハックしてください。
大企業の余裕を武器に、誰よりも多くの

個人のアジェンダで
動く

自分が感じた違和感をオープ
ンに議論できる仲間をつくる
（社会関係資本）

仮説検証を
繰り返す

失敗は成功のもと！ 100回打
席に立つつもりで、失敗をノウ
ハウとして蓄積する

世界や組織の
外を知る

会社や自分にとっての “あたり
前” への違和感に気づく感性
を磨く

寄稿｜共創を生み出していくために　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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OPEN HUB 
https://openhub.ntt.com/
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多元的な可能性をひらく
事業共創のエコシステム
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